
 

 

 

 

 
 

平和への思いをこめて 
                                校長 清水由美子 

「ガザ 学校攻撃・・・」１１日の朝刊の見出しです。パレスチナ自治区ガザ南部で６日以降、４

か所の学校施設が攻撃され、死者や負傷者が多数出たとのこと。また、２年以上続いているロシア

によるウクライナへの攻撃でもたくさんの学校が破壊されています。こんなニュースや記事を読む

と心が痛みます。 

さて、美川小学校で毎年行っている平和集会。今年は運営委員会の司会進行で、４年生と５年生

の発表を行いました。 

４年生は全員で絵本「いわたくんちのおばあちゃん」（作：天野なつみ）の読み聞かせ（朗読）を

行いました。広島の原爆を体験したおばあちゃんの実話に基づくお話です。聞き取りやすい大きな

声で、心を込めて読んでくれました。長い文章を暗記して発表した人もいました。その時の情景が

伝わってくるようでした。「ぼく、戦争 せんけえね」という言葉が心に強く残りました。 

 ５年生は社会科で学んだ沖縄について、平和集会では沖縄戦を取り上げ、わかりやすくプレゼン

にまとめ、沖縄の悲しみを伝えました。そして、平和への願いを込めて「島唄」の歌と演奏を聞かせ

てくれました。 

 ４年生も５年生も、練習時間は十分にとれなかったと思いますが、素晴らしい発表でした。そし

て、全校児童の聴く態度も。約３０分の集会の間、顔を上げて静かに真剣に発表を聴く姿はとても

素敵でした。低学年には少し難しい内容であったかもしれませんが、平和への思いや戦争の恐ろし

さは一人一人に伝わりました。集会後には教室で担任の先生からもお話を聞き、しっかりと振り返

りを書いていました。裏面に子どもたちの振り返りを載せてあります。 
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＊せんそうで、何十万何百万の人がしんじゃうのをはじめてしりました。 

＊せんそうを一ばんさいしょにやろうとした人の気もちはどうだったのかなと思います。 

＊せんそうでなん万人の人の命がなくなって、なん万人の人がかなしむ。せんそうをやめられないのは 

なんでと思いました。 

＊せんそうはじぶんたちのいのちをおとすだけなのに、なぜするのだろう。 

へいわはいいことです。だから、へいわでありますように。 

 

☆「いわたくんちのおばあちゃん」で大きくゆっくりはっきり、相手を見て言えたのでうれしかったです。

戦争のおそろしさと平和の大切さを全校に知ってもらえたと思うのでよかったです。 

☆絵本の読み聞かせはすごく上手にできてよかったです。みんなが大きな声でせりフを言えました。 

５年生の歌を聞くと戦争の悲しさと平和の幸せを知ることができました。 

☆めあての「戦争のおそろしさと平和の大切さを伝える」ことはできました。５年生の「島唄」を聞いて歌 

  詞の本当の意味を見て、大切な人が死んで大切な人をうしなったくやしさや悲しさがあらためてわ

かりました。 

 

〇私は４年生の読み聞かせと自分たちの歌った島唄で、戦争が大変でどれだけ 

の人が悲しい思いをしたかがよくわかりました。そして平和とはどれだけ楽しくてありがたくて 

幸せか、ということが改めてわかりました。 

〇私は４年生の絵本（の読みきかせ）を見て、感動して泣きました。４年生の絵本のせりふの読み方が、 

本当に心をこめて読んでいたので感動しました。今、私たちが平和でいられるようにするには、なる 

べくけんかせず、けんかもやめたらすぐにあやまって仲良く過ごすことだと思いました。 

〇４年生のみなさんありがとうございました。４年生の読み聞かせで、広島では昔こんなことがあって、 

こんな苦しい思いをしている人がいるんだと改めてわかりました。そして島唄の意味わかってくれた 

かな？「あ…こんなことがあったんだ」と思ってくれればとてもうれしいです。 

〇平和集会を通して思ったことは今、学校で勉強したりゲームをしたり、家族と暮らしたり何かを食べ 

たりすることを当たり前だと思っているけど、戦争が起きると当たり前じゃないことがわかりました。 

◇平和集会を通して、あらためて平和のありがたみを知りました。私は生まれていないけど、４年生や５ 

 年生が音読や歌を歌ってくれて、戦争の苦しみが分かり、とりはだが立ちました。そして、ふだんあた 

 りまえに感じている幸せや平和は、戦争の時代にはあたりまえじゃなかったのだと思いました。 

◇いま、ロシアとウクライナが戦争をしていて、何百、何万人もの人たちがなくなっていることが悲しい 

です。昔は広島県や沖縄県にも爆弾を落とされ、何万人もの人が亡くなっている。５年生が歌ってい 

た「島唄」の意味を知って、どれだけ苦しかったか想像がつきません。もう二度と戦争はしたくないし 

してほしくないと思いました。 

◇私は今日の平和集会で改めて平和の大切さを感じました。どんなことかというと、とても昔に、思っ 

てもいないことが起きて、たくさんの人が亡くなってしまったことです。 

今、私にできることは、今、平和に暮らせていることや、今、戦争をしているところへの 

気持ちを忘れずに平和の大切さを考えることです。 
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